
 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

私は去年の８月に技能実習生としてカンボジアから来日しました。カンボジアには有名

なアンコールワットがあります。 

 日本語の試験に合格するために、働きながら弘堂国際学園で日本語の勉強もしました。

母国でも日本語を勉強してから来たので、日常会話は問題がないと思っていましたが、市

内の工場で働き始めて、自分の日本語のレベルはまだまだだと感じました。佐賀弁がとて

も難しいです。同僚の皆さんはほとんど地元の人なので、私の勉強したことがない言葉を

よく使っています。毎日皆さんと話すと勉強になります。 

 カンボジアには冬がなくて、雪も降りません。私は日本に来て、いつも「雪が降ります

ように」と神様にお祈りしました。そして、冬になってついに初雪を見ました。その日私

は夜勤で、同僚に「雪が降っていたよ」と教えてもらって、宝くじに当たったみたいな笑

顔になりました。朝帰るときに綺麗な真っ白い景色を見て、自転車を漕いで帰っても疲れ

ませんでした。ちょっと睡眠をとってから写真を撮ろうと思いましたが、起きたときに雪

が溶けていて、本当に残念でした。日本の生活はとても面白くて、楽しいです。 

 私は、８月に国へ帰ります。国に帰ってからは、日本語の先生になりたいと思っていま

すので、これからも日本語の勉強を頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

こんにちは鳥栖！～市内に住む外国人エッセイ～vol.8 

名前 ソー ウドム 

国籍 カンボジア 

年齢 ２7 歳 

一言 サガン鳥栖が大好きです！ 

 

RIFA クリスマスボウリング大会 

こくさいカフェ 

「グラウンドゴルフ」 


